
 平成２４年１月２７日 

芸術文化センター 

 

東日本大震災復興祈念の継続的取組 

 

 阪神・淡路大震災からの「心の復興、文化の復興」のシンボルとして開館した芸文センターの使命と

して、地元“西北”はじめ多くの県民・ファンの皆様と共に、今後も節目節目で東日本大震災復興祈念

の活動を継続的に行っていきます。 

（参考）四川大震災心のチャリティーコンサート(H20 8/4) 佐用町復興支援特別コンサート(H21 9/26) 

阪神・淡路大震災15周年記念事業（H22 1/17） 明石歩道橋事故等から10年「鎮魂演奏」(H23 8/30) 

 

１ 義援金募集活動 

 (1) 実施期間    平成23年 3月 12日（大震災発生翌日）～現在 

 (2) 実施方法    大中小ホール主催事業、各種イベント、アウトリーチ活動 等 

 (3) 義援金総計  20,974,842円（平成23年 12月末現在） 

 

 

 

 

 (4) 主な贈り先  東日本大震災兵庫県義援金募集委員会、被災地学校（楽器寄贈）・芸術文化団体 

          桃・柿育英会「東日本大震災遺児育英資金」、日本赤十字社 ほか 

 

２ 東日本大震災復興祈念ウィーク ４月８日(金)～14日(木) ＊震災1カ月 

 (1) 大震災復興祈念演奏会［4/8～10 6,000人］ 

   ・楽団（PAC）第42回定期演奏会（佐渡監督指揮） 

   ・ロビーコンサート（PACメンバー） 

 (2) 復興祈念のつどい［4/9 1,200人］ 

 会場：芸文センター前高松公園    主催：西北活性化協議会 

 出演：佐渡芸術監督・PACメンバー 、ｽｰﾊﾟｰｷｯｽﾞｵｰｹｽﾄﾗ、神戸市立住吉小学校合唱部ほか 

  ※動画共有サービスUstreamでもリアルタイム配信 

 (3) 復興チャリティー・コンサート［4/14 1,300人］  

    『なみだは重き ものにしあるかな』東北をうたう 啄木をうたう 

    会場：KOBELCO大ホール 主催：西北活性化協議会 出演：藤崎美苗（ソプラノ、岩手県出身）、畑儀文ほか 

 

３ 佐渡芸術監督プロデュースオペラ「こうもり」 ＊震災４カ月 

 (1)「こうもり」ウィーク パレード、スタンプラリー、プチ・オペラなど［7/10～14 600人］ 

   会場：西北周辺  主催：西北活性化協議会 

 (2) 公開リハーサルへの被災者招待［7/13 21世帯35人］ 

 (3) 前夜祭 “わ”になって踊ろう ～いつもこころに東北を～［7/15 1,200人］ 

 会場：芸文センター前高松公園 

  主催：西北活性化協議会 出演：宮城学院女子大学ほか 

 (4) 公演期間中［7/16～24］、佐渡芸術監督による募金活動 等  

 

４ 被災地における活動 

 (1) 佐渡芸術監督・スーパーキッズオーケストラ（SKO）による被災地訪問 ＊震災５カ月 

8/7 いわき市地元中高生吹奏楽ｸﾘﾆｯｸ（福島県いわき市小名浜市民会館、平商業高、平第一中、湯本高） 

8/8 釜石市ほか地元高校生吹奏楽ｸﾘﾆｯｸ 

（岩手県釜石市釜石商工高校体育館、釜石商工高、釜石高、大槌高、遠野高） 

8/9 ＳＫＯによる海に向かっての「鎮魂演奏」（岩手県釜石市根浜海岸） 

   ＳＫＯによるミニコンサート（岩手県大槌町吉祥寺：地元慰霊祭会場） 

〃        （岩手県釜石市民体育館：元避難所） 

 

内訳  復興祈念ウィーク        4,911,485円 

    ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ・ｵﾍﾟﾗ「こうもり」      1,681,912円 

    さど☆まさし音楽会      11,223,318円 ※入場料収入、会場募金、ﾁｬﾘﾃｨＴｼｬﾂ

     楽団定期演奏会 主催事業ほか       3,158,127円 

産経新聞社提供



 (2) ＰＡＣメンバーによる被災地アウトリーチ活動 

7 /28 宮城県仙台市若林区 中央児童館   

11/11宮城県気仙沼市 気仙沼高校  11/12宮城県石巻市 石巻好文館高校 

(3) ＣＤブック「しあわせ運べるように」(SKO・住吉小学校合唱部録音)宮城県内全小学校(441校)に配付(９月) 

 

５ チャリティ・コンサート等 

 (1)「さど☆まさし 題名のある音楽会」 ９月30日（金）KOBELCO大ホール ＊震災６カ月 

佐渡芸術監督とさだまさしが発起人となり開催。芸文センター管弦楽団、スーパーキッズオーケ

ストラ、ゲスト・笑福亭鶴瓶 等が出演（入場者：2,000人） 

芸文センター１Ｆウッドデッキ部・高松公園にプロジェクター等を設置し「パブリックビューイング」実施（1,000人） 

  ・ 義援金  11,223,318円（入場料収入7,902,000円、会場募金等3,321,318円） 

  ・ 贈り先  楽器寄贈 宮城県立気仙沼高校（3,346円相当） 

          〃   宮城県立石巻好文館高校（3,334千円相当）  

         桃・柿育英会「東日本大震災遺児育英資金」（2,000千円） 

         楽器寄贈 福島県立湯本高校（1,900千円相当） 

         釜石市芸術文化協会（根浜海岸等ふるさと再生活動）（3,200千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   受領者からのコメント「たくさんの方の気持ちがこもった楽器、感謝の気持ちを込め演奏します」 

「福島の元気を全国に伝えられるよう頑張りたい」 

「阪神・淡路大震災の被災地である兵庫との関係を深め、一歩一歩前進したい」など 

                                          

 (2) ＰＡＣメンバーによるアウトリーチ（募金活動）（弦楽・金管アンサンブル） ＊震災３カ月 

    6/20 アクタ西宮、宝塚市立ひらい人権文化センター（弦楽メンバー） 

    7/ 7 西宮公同教会（金管メンバー） 7/25 西宮市立安井小学校（金管メンバー） 

 

６ 被災者招待コンサート 

  6/10 岩代太郎（指揮）シンフォニア・エスプレッソ［18世帯41人］ 

 （会場：KOBELCO大ホール 共催 民音関西センター）    

  7/13 プロデュースオペラ「こうもり」公開リハーサル［21世帯 35人］（再掲）      

  8/ 2  アウグスト・エンリケス＆ブエナ・ビスタ・オールスターズ２公演［22世帯42人 ］ 

 （会場：KOBELCO大ホール 共催 民音関西センター）   

  9/11 芸文ｾﾝﾀｰ管弦楽団第45回定期演奏会～佐渡裕 オーケストラの魅力～［10世帯19人］ ＊震災６カ月 

 

（参考）情報コーナー「ポッケ」展示「佐渡裕～祈りのタクト、希望の音」企画展 8/31～11/30 

     復興提言シンポジウム「音楽の力に本拠地を－新たな楽都の建設に向けて－」（仙台市）1/9 

＊パネラー出演、佐渡監督ビデオメッセージ 

     大ホールホワイエ展示「ひょうごから東北へ！届け！復興への想い！」1/20～1/27 

     ＊被災地訪問活動写真、佐渡監督・出演者一同の寄せ書き（サイン）展示 

 

〔今後の取組〕 

   3.11メモリアルコンサート at UNESCO ＊震災1年 

・ 日時 ３月11日（日）15:00～18:00  ・会場 ユネスコ本部（パリ）第一会議場（本会議場） 

  ・ 内容 佐渡芸術監督指揮 スーパーキッズ・オーケストラ演奏ほか 

   ＊上記出演に向けて、3/6 スーパーキッズ・オーケストラ特別演奏会開催 

H24.1.21 義援金贈呈式（湯本高校、釜石芸術文化協会）H23.9.30 義援金贈呈式（気仙沼高校）


